
事例紹介

記載事項は変更になる場合がありますので、ご注文の際はご確認ください。

お客様相談室フリーダイヤル 0120-388841 受付時間：9：00～12：00/13：00～18：00（土・日・祝日を除く）

円筒型シリンダの固有振動数と減衰比測定

～概要～
固有振動数において、製品の設計値（目標値）が実際の実験値と一致しているか確認します。インパルスハンマで円筒型シリンダ

を加振し、加速度検出器で応答波形を取得します。加振した力（N）と検出した加速度（m/s²）の比（応答/加振）で得られる周波数応
答関数より、固有振動数を取得します。また、着目する周波数における減衰比（ζ）を求めます。

～計測～

①DS-5000

＜周波数応答関数＞

～結果～
• 周波数応答関数から、シリンダの固有振動数が設計値と一致していることが確認できました。
• 着目している固有振動数（３０９ Hz）における減衰比（０．２５）を得ることができました

～製品構成～
型名 品名

① DS-5100 メインユニット

① DS-0526 6ch 40kHz 入力ユニット

② OS-5100 プラットフォーム

② OS-0522 FFT解析機能

② OS-0512 ハードウェア接続機能

※上記構成は「6ch FFTセット」をご用意しております。

②O-Solution

型名 品名

③ GK-3100 インパルスハンマ

④ NP-３４１２ プリアンプ内蔵型加速度検出器

④ 加速度検出器

③インパルスハンマ

＜加振（N）＞
～解析～

＜応答（m/s²）＞

３０９ Hz 減衰比（ζ） ０．２５ ピークリストを表示
・ピーク周波数（Hz）
・振幅（Mag）
・位相（°）
・減衰比 ζ
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